


























































IASBの前身である国際会計基準委員会（International Accounting Standards Committee: 






ら IASB へと組織改編がなされた後もこの方針は引き継がれ、IASB では保険契約会計
への公正価値モデルの採択を目指し審議が進められることとなる。すなわち IASC/IASB
は、収益・費用の期間的対応を重視する繰延対応アプローチ（deferral and matching view）





















 本研究の構成は次の通りである（図表 1）。第 1 章、第 2 章では、保険契約会計を分
析対象とするに当たり、その基本的な体系および問題の所在を整理する。第 3章、第 4
章では、本研究の分析の視点の構築を行う。第 3章では会計観の対立、第 4章では会計
観の移行に伴う会計上の対応概念の変化について考察を行う。第 5 章、第 6章、第 7章、























ん離れて、米国財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board: FASB）と IASB
による概念フレームワークの策定プロジェクトの変遷を辿りながら、収益費用アプロー
チと資産負債アプローチとの対立点の抽出を行う。対立点の抽出に当たり、本章では
1970年代から 80 年代にかけて審議がなされた FASBの概念フレームワーク策定作業か
ら、近年の FASBと IASBのフレームワーク改訂の共同プロジェクトに至る変遷を取り
上げる。 
 さらに第 4 章では、会計上の対応概念の意義と会計目的との関係性を整理する。収
【問題の所在】 
第 1章 保険の意義の整理、保険会計のブラック・ボックス化の要因の抽出 
第 2章 保険業の周辺制度における経済価値評価の台頭と、会計への影響の考察 








第 4 章 会計上の対応概念の意義
と会計観との関係性の整理・分析 
 
第 6 章 保険契約会計における対
応手続の変容 



















コンバージェンス作業が失敗したことも挙げられる。FASB と IASB のコンバージェン
ス作業が失敗した背景にもストックモデルとフローモデルの会計モデル間対立がある。 










 第 7章では、第 6章の検討結果を補強するために、保険契約の収益認識問題に着目し
て、保険契約会計には実現・対応を基軸に置く期間損益計算の枠組みに依然として意義
が見出されている点を明らかにする。本章では、伝統的な「実現」から国際財務報告基
準（International Financial Reporting Standards: IFRS）第 15号「顧客との契約から生じる
収益」の「履行義務の充足」までの収益認識規準を概括し、収益計上の適格要件を明ら
かにしつつ、保険契約会計に求められる収益認識規準の要件の抽出を行う。 










序 章 問題の所在と構成 
第 1章 保険契約会計の基本構造 
第 2章 保険業を取り巻く周辺制度 
第 3章 会計観の共生と相剋 
第 4章 会計上の対応概念の意義とその変遷 
第 5章 保険契約会計の会計モデル間対立 
第 6章 経済価値ベースの ALM と伝統的な対応概念の意義  
第 7章 保険契約の収益認識 
第 8章 保険契約会計の展望 





























































































第 3章 会計観の共生と相剋 
本章では、本研究における分析の枠組みを構築するために保険契約会計からいったん

































































































































第 5章 保険契約会計の会計モデル間対立 





















































































































図表 2 資産・負債のミスマッチの解消、および報告状況 
 資産 
HC (AC) FV-NI FV-OCI 
 
負債 
HC (AC) (i) (ii) (iii) 
FV-NI (iv) (v) (vi) 
FV-OCI (vii) (viii) (ix) 
HC (AC)：原価（償却原価）評価 
FV-NI：公正価値評価・評価差額は純利益計上 













(i) ○ ○ × × 
(ii)(iv) × × × × 
(iii)(vii) ○ × × × 
(v) ○ ○ ○ ○ 
(vi)(viii) × ○ × × 
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